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   「球磨川水系河川整備基本方針の策定」に関する意見書（その３） 

 

 ６月６日に「球磨川水系河川整備基本方針に関する検討小委員会」が開かれますので、

それに先立ち、意見書を提出します。 

前回５月 10 日の委員会では、各委員から主に森林の保水力に関して発言がありました

が、その中で住民側の解析結果と見解を否定するものが少なからずありました。しかし、

それらの発言の内容を検討してみると、科学的な根拠がないものがほとんどを占めていま

した。私たちはそのように根拠なき発言をそのままにしておくことはできませんので、今

回、それらの発言に対するコメントをまとめました。 

また、前回の委員会の資料４では従前の基本高水流量 7,000ｍ3／秒を踏襲することの計

算データが示されています。しかし、その内容を検討してみますと、やはり科学性が乏し

く、7,000ｍ3／秒という答えを出すことを目的にした計算であることは明らかになりまし

た。そこで、資料４に対する反論もまとめました。 

今回の意見書は次の書面で構成されています。 

Ⅰ ５月 10 日の河川整備基本方針検討小委員会における各委員の発言へのコメント 

参考資料 球磨川流域における森林の変遷とそれがもたらす洪水流出への影響 

Ⅱ 国土交通省の資料４「基本高水の検討」への反論 

 

委員会においてはこれらの意見書の内容を十分に踏まえて審議されることを要望しま

す。 

なお、前々回および前回提出した意見書の内容もまだ委員会で審議されておりませんの

で、それらについても十分に審議されることを要望します。 

球磨川水系河川整備基本方針は、県民の多数が反対している川辺川ダム計画に密接に関

わるものでありますので、その審議は川辺川ダム問題についての経過と現状、背景および

「川辺川ダムを考える住民討論集会」における議論の経過を十分に把握したものではなけ

ればなりません。そのために、委員会は住民討論集会における住民側の専門家を招いて基

本高水流量の妥当性等について科学的な議論を行うべきです。このことも強く要望します。 


